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先進的あるいは特色ある教育課程 学校名等 課程 

「教科等横断的な視点を踏まえた

学習活動の充実に係る取組と課題」 

神奈川県立 

相模原高等学校 
全日制 普通科 

ア 取組状況について 

① 学校として、生徒にどのような資質・能力を育むことを目標として設定しているか 

・自ら課題を設定し、論理的な思考と計画性を持って研究・行動できる「科学的探究力」と、

異なる文化や価値観を受容し、協働やコミュニケートできる「国際性」を育成する。 

・すべての教科・科目等を通して課題設定力、情報活用力、課題解決力、科学的論理力、英語

活用能力を身に付けさせる。 

② 「教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実」に向けどのように工夫しているか 

（教育課程編成上の工夫） 

 ・課題探究を１年次は３単位、２年次は２単位設定し、３年次は自由選択で課題探究を実施し 

ている。 

（総合的な探究の時間における工夫） 

 ・課題探究の課題の設定から解決に至るまでの過程において、全教科の教員がそれぞれの専門

的な視点を持ち寄り指導に関わる体制を構築している。これにより、生徒たちが教科等横断

した多面的・多角的な視点を持つことが可能となっている。 

 ・生徒たちの課題探究がより深まるよう、近隣の４つの大学と連携し、研究室の教授等から指

導・助言を受け、一緒に研究できる仕組みを構築している。 

（各教科・科目での工夫） 

 ・日頃より教科・科目の枠を超え、TTでコラボレーションの授業を行うなどの取組がある。 

（校内研修会等の工夫） 

 ・課題探究についての校内研修会を４月当初に毎年実施している。さらに課題探究の担当者が 

事前打ち合わせ等で指導方法について情報を共有している。 

 ・授業研究月間中にシェアカフェを設定し、教員が相互に授業を参観し、授業について協議す 

る機会を創出している。 

③ 取組成果の発信方法 

 ・令和７年度及び８年度に「教科等横断的な視点を活かした授業実践」を組織的な授業改善の 

テーマに設定し、公開研究授業を行っている。 

 ・課題探究の取組等をホームページで継続的に発信するとともに、1・２学年合同課題研究発  

  表会を公開形式で実施し、校内外に広く研究成果を普及している。 

④ 「教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実」に取り組むことにより、教職員にどのよ

うな変容があったか 

・授業研究月間や公開研究授業、課題探究の指導を通じ、教科等横断的な視点を意識した授業

実践が広がっている。校内アンケートにおいても授業改善に繋がっているという回答割合が

年々増加しており、教員の意識変容と指導力向上が確認されている。 

⑤ 「教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実」に向けた取組を推進する上での課題（時

間の不足等）及びその解消に向けた有効な手立ての事例 

・当初は、教科等横断をコンテンツベースで捉える教員が多いことが課題であったが、公開研

究授業の研究協議等において育成すべき資質・能力を共有することによりコンピテンシーベ

ースの理解へと変容が見られた。 

 

イ 「教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実」の更なる推進に向けた課題 

・教科等横断的な視点を踏まえた学習活動を推進するためには、課題探究を中核とした教育課

程の充実に加え、教員が十分に教材研究や協議を行うための時間的余裕の確保が不可欠であ

る。現行の教育課程の枠組みではその時間の確保が困難なことから、教育課程の柔軟な運用

を進め、時間的な余白を創出し、組織的に授業改善に取り組む体制づくりが必要であると考

える。 

 神奈川県立相模原高等学校ホームページ  http://www.pen-kanagawa.ed.jp/sagamihara-h/ 


